
ま　つ　お　新　聞

　

松
尾
地
区
市
民

運
動
会
が
回
を
重

ね
今
年
で　

回
目

80

を
迎
え
る
と
い
う

▼
故
塩
澤
正
人
元

公
民
館
長
が
「
地

区
民
が
一
堂
に
会
し
て
催
さ
れ

る
行
事
と
し
て
、
こ
れ
程
長
い

歴
史
と
大
多
数
の
区
民
が
参
加

す
る
運
動
会
は
飯
田
市
は
元
よ

り
長
野
県
内
に
も
誇
れ
る
こ
と

で
あ
る
」と
言
っ
て 
憚 
ら
な
か
っ

は
ば
か

た
の
も
納
得
で
き
る
▼
正
に
継

続
は
力
な
り
で
あ
る
が
、
そ
の

時
々
に
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ

た
人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼
一
昔
前

は
何
が
何
で
も
勝
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
勝
利
第
一
主
義
が
主

流
で
、
一
時
物
議
を
醸
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
聞
く
が
最
近
は

時
代
の
流
れ
と
共
に
競
技
内
容

も
改
ま
り
運
動
会
を
誰
も
が
楽

し
め
る
構
成
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
る
の
も
確
か
だ
▼
大
い
な
る

マ
ン
ネ
リ
と
揶
揄
さ
れ
て
も
松

尾
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
行
事
で
あ
る
以
上
各
分
館

が
抱
え
る
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
、

こ
の
先
の
時
代
に
も
充
分
通
用

す
る
内
容
の
運
動
会
へ
と
発
展

し
て
ほ
し
い
と
思
う
▼
こ
の
号

が
発
刊
さ
れ
た
後
に
今
年
の
運

動
会
が
開
催
と
な
る
が
、　

回
80

目
の
節
目
で
も
あ
る
の
で
特
別

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
か
と
期

待
さ
れ
る
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、

区
民
の
皆
さ
ん「
ま
つ
お
新
聞
」

を
手
に
、
松
尾
の
人
口
当
て
ク

イ
ズ
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
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「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
が
８
月
４
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
松

尾
地
区
は
７
日
に
公
民
館
ホ
ー
ル
、
８
日
に
上
溝
集
会
所
と
毛
賀
区
民
会
館
、
９
日
は
新
井
区

と
清
水
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で
公
演
さ
れ
た
。

　

夏
休
み
の
お
楽
し
み
会
で
の

体
験
学
習
と
し
て
、
５
地
区
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
な
ど
か
ら
依
頼
を

受
け
た
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
が
出

張
サ
イ
エ
ン
ス
を
行
っ
た
。

　

８
月
１
日
、
城
地
区
で
は
約

　

人
の
小
学
生
が
、
サ
イ
エ
ン

90ス
シ
ョ
ー
で
物
の
重
心
の
取
り

方
を
学
び
、
厚
紙
を
使
っ
て

『
へ
ん
て
こ
ご
ま
』
を
作
っ
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
特
別
に

作
っ
た
大
き
な
日
本
列
島
の
形

を
し
た
コ
マ
を
、
電
気
ド
リ
ル

を
使
っ
て
回
し
て
見
せ
た
。

　

８
月
２
日
は
、
清
水
・
サ
ン

コ
ー
ポ
ラ
ス
地
区
で
小
学
生
約

　

人
が
、
代
田
区
で
は
約　

人

40

80

が
そ
れ
ぞ
れ
『
へ
ん
て
こ
ご
ま
』

を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
。

　

８
月
９
日
は
水
城
地
区
の
小

解

廻

塊

快
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受
け
継
が
れ
る『
ま
け
る
な
』精
神

　

今
年
度
、
緑
ヶ
丘
中
学

校　

運
動
部
す
べ
て
が
南

13
信
大
会
に
出
場
し
た
。
快

挙
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
３
年
間
は
、

人
生
の
中
で
最
も
充
実
し

色
濃
い
時
代
だ
。
運
動
部

で
頑
張
る
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
中
体
連
と
い
う
の

は
、
特
に
３
年
生
は
そ
れ

ま
で
の
集
大
成
と
も
い
え

る
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

だ
。
我
が
子
も
、
練
習
試

合
で
は
一
度
も
勝
て
な
か
っ

た
相
手
に
南
信
大
会
出
場

を
賭
け
た
試
合
で
見
事
勝
利
を

収
め
、
粘
り
強
さ
を
見
せ
て
く

れ
た
。

　

近
年
、
松
尾
小
学
校
は
、
相

る
『
ま
け
る
な
』
だ
。
好
成
績

を
収
め
た
要
因
と
強
く
思
う

の
は
自
分
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

数
年
前
よ
り
、
過
度
な
練

習
の
負
担
、
疲
労
や
睡
眠
不

足
に
よ
る
学
力
低
下
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
管
理

と
は
い
う
も
の
の
、
社
会
体

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
曖

昧
で
、
責
任
の
所
在
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
ど

ん
な
状
況
下
に
置
か
れ
て
も
、

子
供
た
ち
は
が
む
し
ゃ
ら
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
。

　

地
域
で
、
ス
ポ
ー
ツ
技
術

向
上
を
目
指
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
、
松
尾
か
ら
未
来
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
生
ま

れ
た
ら
素
晴
ら
し
い
。 （
Ｋ
）

重
心
が
分
か
れ
ば
何
で
も
回
る

重
心
が
分
か
れ
ば
何
で
も
回
る

重
心
が
分
か
れ
ば
何
で
も
回
る

出
張
サ
イ
エ
ン
ス

出
張
サ
イ
エ
ン
ス

出
張
サ
イ
エ
ン
ス

《
上
溝
集
会
所
》

　

腹
話
術
ス
リ
ー
・
ピ
ー
ス
に

よ
る
６
話
が
上
演
さ
れ
、
終
了

後
は
、
手
作
り
の
お
昼
で
の
お

も
て
な
し
交
流
会
を
行
っ
た
。

《
毛
賀
区
民
会
館
》

　

東
野
人
形
劇
あ
か
ね
に
よ
る

「
３
枚
の
お
ふ
だ
」
と
緑
ヶ
丘

中
学
校
人
形
劇
部
み
ど
り
座
に

よ
る
「
プ
ラ
メ
モ
」
の
上
演
と
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
緑
ヶ

丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
の
演
奏
が
行

わ
れ
た
。

《
新
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
》

　

前
日
の
毛
賀
公
演
に
続
き
、

緑
ヶ
丘
中
学
校
人
形
劇
部
み
ど

り
座
に
よ
る
「
プ
ラ
メ
モ
」
と

台
湾
か
ら
の
新
興
閣
掌
中
劇
団

に
よ
る
「
孫
悟
空
大
戦
紅
孩
児

−

西
遊
記
よ
り−

」
が
上
演
さ

れ
た
。

《
清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
》

　

清
水
区
会
場
で
は
朝
８
時
か

ら
事
前
募
集
し
た
児
童　

人
が
、

10

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
影
絵
劇「
大

き
な
カ
ブ
？
」
に
登
場
す
る
人

形
を
自
由
な
発
想
で
設
定
し
、

作
り
方
を
影
絵
劇
団
夢
屋
の
ス

タ
ッ
フ
に
教
わ
り
な
が
ら
真
剣

に
作
っ
た
。
で
き
あ
が
っ
た
人

形
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
１
回
行
い
、

本
番
に
臨
ん
だ
。

　
　

時
か
ら
影
絵
劇
団
夢
屋
に

10
よ
る
３
話
上
演
の
後
「
大
き
な

カ
ブ
？
」
が
上
演
さ
れ
た
。
会

場
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
約　
90

人
の
観
客
は
、
独
創
的
な
人
形

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

で

影
絵
劇

影
絵
劇
に
挑
戦

に
挑
戦

清水区

学
生
約　

人
が
参
加
し
た
。

15

　

「
重
心
が
分
か
れ
ば
こ
ん
な

も
の
も
回
せ
る
よ
」
と
皿
や
座

布
団
、
う
ち
わ
な
ど
も
回
し
て

見
せ
る
と
、「
や
り
た
い
」と
子

供
た
ち
。
体
験
し
て
、
上
手
に

回
れ
ば
満
足
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

８
月
１
日
の
常
盤
台
区
納
涼

祭
で
は
、
超
低
温
の
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。

の
登
場
に
皆
笑
っ
た
り
感
心
し

た
り
し
て
い
た
。

　

同
劇
団
代
表
の
佐
久
間
久
子

さ
ん
は
「
子
供
た
ち
は
控
え
目

だ
っ
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う

と
い
う
気
に
な
っ
て
い
て
良
か
っ

た
。
ま
た
希
望
が
あ
れ
ば
や
り

た
い
」
と
話
し
た
。

《
松
尾
公
民
館
ホ
ー
ル
》

　

デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・

ひ
と
み
に
よ
る
「
一
寸
法
師
」

が
上
演
さ
れ
、
終
了
後
は
お
楽

し
み
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

撲
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
全
国

大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
見
事
な

結
果
も
残
し
て
い
る
。
そ
こ
で

思
い
出
す
の
が
学
校
目
標
に
あ

「えーい  やー」果敢に立ち向かう一寸法師

思いどおりにできるかな

重心がとれているかな？確認する子供とスタッフ

１３ 運動部すべてが南信大会に出場
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昔
か
ら
「
嫁
に
行
く
な
ら 

毛
賀
・
島
田
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

市
内
で
も
有
数
の
住
み
良
さ
を
誇
る
の
が
松
尾
地
区
。 

他
地
区
か
ら
移

り
住
ん
で
来
た
人
は
そ
の
良
さ
を
し
ば
し
ば
口
に
し
ま
す
が
、
元
々
松

尾
に
住
む
人
々
は
あ
ま
り
実
感
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は

普
段
は
気
付
か
な
い
良
い
と
こ
ろ
が
松
尾
に
は
沢
山
あ
る
よ
う
で
す
。

　
古
く
は
江
戸
時
代
の
『
島
田
記
』（
史
学
会
が
復
刻
）、近
年
で
は
『
松

尾
村
誌
』（
昭
和
57
年
発
行
）
は
じ
め 『
写
真
集
　
松
尾
の
昭
和
史
』（
平

成
２
年
　
松
尾
公
民
館
発
行
）
な
ど
、
良
い
と
こ
ろ
を
記
録
に
留
め
る

作
業
が
先
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
、

世
界
遺
産
へ
の
登
録
な
ど
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
文
化
を
守
る
運
動

は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
古
き
良
き
も
の
を
見
直
す
と
と
も
に
、
今
ま
さ
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

良
き
も
の
に
も
注
目
し
て
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
身
近
な
所
か
ら 

い

い
と
こ
ろ 

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
広
報
委
員
会
企
画
「
松
尾
の
い
い
と
こ
ろ
探
し
」
第
１
弾
は
各
区
か

ら
い
い
と
こ
ろ
、
い
い
も
の
、
い
い
人
を
選
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※

明
治
７
年
、
島
田
村
と
毛
賀
村
が
合
併
し
て
松
尾
村
に
な
り
ま
し
た
。

城の八間門

前方後円墳が５基分布上溝区

　
上
溝
天
神
塚
古
墳
は
、
墳
長
45
㍍
後
円
部

径
25
㍍
、
同
高
５
㍍
、
横
穴
式
石
室
が
あ
り

ま
す
。
他
に
お
か
ん
塚
古
墳
、
上
溝
４
号
古

墳
、
姫
塚
古
墳
、
羽
場
獅
子
塚
古
墳
が
あ
り

ま
す
。

文化財の保護に努める新井区

　
新
井
区
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
無
形
文

化
財
（
４
つ
の
祭
事
）
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
有
形
文

化
財
を
は
じ
め
、
新
井
区
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
記
録
や

写
真
、
古
文
書
な
ど
共
有
の
文
化
財
の
発
掘
、
指
定
、

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後
世
に
物
心
の
伝
承
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
新
井
区
の
有
形
・
無
形

の
文
化
財
の
保
護
伝
承
に
関
す
る
細
則
』
を
設
け
、

文
化
財
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

寺所獅子舞、松林囃子寺所区

　
寺
所
区
に
は
、「
屋
台
仕
立
の
舞
楽
系
獅
子
舞
」と
笛
・
太
鼓
・

三
味
線
・
鼓
・
大
皮
で
構
成
す
る
「
松
林
囃
子
」
が
あ
り
、
区

民
の
無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
明
治
初
期
か
ら
１
３
０

年
余
り
区
民
の
絆
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
類
を
見
な

い
彫
の
深
い
伝
統
的
な
獅
子
頭
が
、
地
面
を
這
う
勇
壮
な
動

き
や
、
優
雅
な
松
林
囃
子
、
暴
れ
る
獅
子
を
「
し
ず
め
た
り
」、

「
あ
や
し
た
り
」
す
る
天
狗
の
所
作
が
特
徴
で
す
。

清掃ボランティアの会常盤台区

　「
常
盤
台
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
は
、
常
盤

台
区
か
ら
八
幡
町
区
に
下

る
坂
道
と
鼎
下
山
に
向
か

う
階
段
を
、
月
３
回
、
約

１
時
間
清
掃
し
て
い
ま

す
。こ
の
坂
道
や
階
段
を
、

常
盤
台
区
民
は
も
と
よ
り

松
尾
小
学
校
と
緑
ヶ
丘
中

学
校
に
通
う
生
徒
や
高
校

生
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
「
子
や
孫
た
ち
の

通
学
路
を
美
し
く
」
の
思

い
で
、
清
掃
活
動
に
汗
を

流
し
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　
久
井
区
の
東
側
、
上
溝

区
と
接
す
る
所
に
位
置
す

る
羽
根
庄
の
門
は
、
明
治

４
年
に
飯
田
城
か
ら
今
の

木
下
家
に
払
い
下
げ
ら
れ

移
築
し
た
門
で
す
。
２
階

建
て
の
櫓
門
で
、
左
右
に

見寺お堂

　
城
集
会
所
西
に
あ
る

清
見
寺
は
、
尼
僧
の
前

田
瑞
穂
住
職
が
平
成
22

年
２
月
に
１
０
１
才
で

永
眠
し
、
住
職
が
不
在

と
な
り
ま
し
た
。
寺
の

建
物
は
老
朽
化
が
進

み
、
取
り
壊
さ
れ
て
、

専
照
寺
に
返
却
さ
れ
る

お立符の桜水城区

　
古
墳
上
に
ど
っ
し
り
と
立
つ
推
定
樹
齢
３
５
０
年

以
上
の
老
桜
は
、
桃
白
色
を
咲
か
せ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
で
、
塚
に
祀
ら
れ
た
霊
を
慰
め
よ
う
と
植
え

ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
、
か
つ
て
は
水
城
地
区
の
ど
こ

か
ら
で
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

春
の
訪
れ

を
告
げ
る

「
お
立
符
の

桜
」
と
し
て

人
々
に
愛
さ

れ
、
今
で
も

仰
ぎ
見
る
人

た
ち
の
心
を

ひ
き
つ
け
て

い
ま
す
。

や
ぐ
ら
も
ん

　松尾には上溝、久井、水城、新井、清水と水にちなん
だ地名が多くあり、昔から沢山の泉が湧いておりました。
農協醸造部も水城にあり、味噌造りの拠点でもありまし
た。宅地開発でその多くは枯れてしまいましたが、今で
も残っている所もあります。もう一度清水を探してみた
らどうでしょう。昔の風景は良く覚えております。

※
“

”

松尾公民館は、県下で最初に設立された
公民館です。
松尾公民館は、県下で最初に設立された
公民館です。

しょう りん  はや   しけん　じ

た  ちゅー

松
尾
の
い
い
と
こ
ろ
探
し

松
尾
の
い
い
と
こ
ろ
探
し

松
尾
の
い
い
と
こ
ろ
探
し

・木下の清水

・飯田市
　市場卸団地

・飯島の清水

新井の清水・

・こども発達センターひまわり

・久保田の清水
・交番
・慈光松尾保育園

・松尾東保育園

・松尾小学校

・松尾自治振興センター
・松尾公民館

奥田の清水
青島の清水

五反田の清水
奥田の清水 ・木下の清水

・羽根の清水

・飯田市
　市場卸団地

・飯島の清水

新井の清水・

天竜舟下り（弁天港）天竜舟下り（弁天港）

・こども発達センターひまわり

・

・久保田の清水
・交番
・慈光松尾保育園

・松尾東保育園

・弁天
　厳島神社
・弁天
　厳島神社

・松尾小学校

・松尾自治振興センター
・松尾公民館

・ ・青島の清水

五反田の清水

・
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▼
親
子
映
画
鑑
賞
会

　

７
月
４
日
文
化
委
員
会
主
催

の
映
画
鑑
賞
会
が
公
民
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の

冒
険
を
描
い
た
ア
ニ
メ『
サ
ミ
ー

と
シ
ェ
リ
ー
・
七
つ
の
大
冒
険
』

を
３
１
０
人
が
観
賞
し
た
。

▼
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

　

７
月　

日
に
予
定
し
て
い
た

18

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
は
前
日
ま

で
の
豪
雨
に
よ
る
増
水
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
。

公
民
館
の主

な
行
事
予
定

（　

月
～　

月
）

10

12

【　

月
】

10

　

日（
日
）
松
尾
地
区
市
民
運
動
会

11【　

月
】

11１
日（
日
）
松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 

連
盟 
後
期
大
会

　

日（
土
）
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス

14
 

ス
ク
ー
ル

　

日（
日
）
飯
田
市
女
性
バ
レ
ー

15
 

 
ボ
ー
ル
大
会

　

日（
日
）
分
館
対
抗
ふ
ら
ば
～
る

22
 

 
バ
レ
ー
大
会

　

日（
月
）
公
民
館
大
掃
除

23【　

月
】

12５
日（
土
）
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス

 

ス
ク
ー
ル

６
日（
日
）
第　

回
松
尾

13

 

踊
っ
て
み
よ
う
会

松尾図書館
（公民館２階）

開館日　水曜　午後１～５時

　　　　土曜　午前１０～午後５時

　　　　日曜　午後１～５時

本のリクエストも受けつけています。

毛賀駅

八幡町の史跡と文化財八幡町区 旧飯田久井区

　
八
幡
町
区
の
旧
道
沿
い
に
あ
る
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
は
、
秋

葉
山
詣
で
の
起
点
で
す
。
八
幡
様
前
の
丁
字
路
に
は
、
60

㌢
の
石
の
道
標
（
市
有
形
文
化
財
指
定
）
が
あ
り
ま
す
。

　
八
幡
町
区
は
、
昭
和
の
初
め
ま
で
商
店
が
軒
を
並
べ
、

荷
馬
や
運
送
馬
車
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
名
残
の
馬

繋
ぎ
石
や
、
防
火
壁「
う
だ
つ
」の
あ
る
町
家
、
江
戸
時
代

の
薬
屋
の
建
物
な
ど
、
商
家
建
築
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

金山さまとお堂清水区
　
金
山
さ
ま
は
、
清
水
区
用
水
路
の
起
点
と
な

る
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
祭
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
地
芝
居
や
地
狂
言
が
盛
ん
な
頃
に
建
て
ら
れ

た
お
堂
は
、正
面
の
２
本
の
柱
が
取
り
外
せ
、観

客
が
見
や
す
い
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
講
や
諸
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
７
月
に
津
島
さ
ま
の
祭
礼
の
み
が

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

毛賀沢桜堤防とホタル毛賀区

　
毛
賀
区
で
は
毛
賀
沢
桜
堤
防
の
清
掃
や
整

備
を
し
て
、ホ
タ
ル
の
住
む
沢
を
復
活
さ
せ
、

毎
年
ホ
タ
ル
観
賞
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
歩

道
に
も
ラ
イ
ト
を
点
け
、
観
賞
へ
向
か
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た

桜
や
ハ
ナ
モ
モ
の
季
節
も
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

　
朝
夕
の
散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
コ
ー
ス
と

し
て
も
、
区
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
の
初

代
神
官
が
明
の
人
で
し

た
。
そ
の
た
め
お
祭
り

に
は
、
鳥
居
の
幟
旗
を

明
区
で
立
て
て
い
ま
し

た
。
い
つ
か
ら
か
、
１

本
は
八
幡
町
区
で
、
１

本
は
明
区
で
立
て
て
い

ま
す
。

　
八
幡
宮
の
大
鳥
居
を

起
点
と
す
る
秋
葉
街
道

の
「
島
田
の
辻
」
は
、

昔
「
下
馬
の
辻
」
と
呼

ば
れ
、
ど
ん
な
偉
い
人

も
、
馬
か
ら
降
り
て

通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

４
間
ず
つ
の
長
屋
が
あ
る

の
で
八
間
門
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
飯
田
市
の
文
化
財
と
し

て
の
指
定
を
受
け
、
飯
田

の
歴
史
を
知
る
上
で
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
建
造

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
散
歩
が
て
ら
、
一
度
は

見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

清城区

予
定
で
あ
り
ま
し
た

が
、城
区
民
か
ら「
残
し

て
ほ
し
い
」と
強
い
要
望

が
あ
り
、
平
成
26
年
４

月
に「
清
見
寺
お
堂
」が

新
築
さ
れ
ま
し
た
。本

尊
の
石
仏
「
伝
十
一
面

観
音
座
像
」
等
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

代田獅子囃子保存会代田区

初代神官は明区出身明区

　
代
田
獅
子
囃
子
は
約

１
４
０
年
の
歴
史
を
持

ち
、
屋
台
と
獅
子
が
幌

で
連
携
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
定
期
的
な

練
習
で
伝
統
芸
能
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
獅
子
の
前
で
小
学

生
の
女
子
が
踊
る
稚
児

踊
り
も
見
ご
た
え
が
あ

り
ま
す
。
地
元
の
子
供

た
ち
が
２
年
ご
と
入
れ

替
わ
り
、
愛
ら
し
い
踊

り
を
受
け
継
い
で
い
ま

す
。

　水がいいところでは、農作物もおいしく育ちます。れんげ
米をはじめ、松尾地区にはトマトやイチゴ、キュウリにほう
れん草など、米や野菜、果物などの生産者が大勢おります。
　直売所でも人気で、すぐ売り切れてしまいます。

　戦後の名曲『あゝモンテンルパの夜は更け
て』の作詞者、代田銀太郎氏の碑があります。

　『残照の地』『大地・牛哀歌』など、多くの作品
で有名な仲村進氏は松尾出身です。松尾公民館に
は作品のひとつ「春山牧牛」が所蔵されています。

せい 

・緑ヶ丘中学校

・三枚橋シダレザクラ・供養塔

・高丸所跡

・毛賀神社

・不動滝

・田野の清水
・秋葉様の清水

・聖クララ幼稚園

・隆松塚
・稲垣幸八碑

九十九折井

・狐塚古墳 ・下ノ宮諏訪神社

・松尾小学校学有林

・緑ヶ丘中学校

・三枚橋

・飯田女子短期大学
　（飯田市唯一の大学）

シダレザクラ・供養塔

・高丸所跡

・毛賀神社

・不動滝

・田野の清水
・秋葉様の清水

・聖クララ幼稚園

・隆松塚
・稲垣幸八碑

九十九折井

・狐塚古墳 ・下ノ宮諏訪神社

・松尾小学校学有林
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市政懇談会市政懇談会

〜
市
道
１ 

　 

号
線（
産
業
道
路
）に
提
案
〜

53

〜
市
道
１ 

　 

号
線（
産
業
道
路
）に
提
案
〜

53

〜
市
道
１ 

　 

号
線（
産
業
道
路
）に
提
案
〜

53

　

松
尾
地
区
市
政
懇
談
会
が
７
月　

日
松
尾
公
民
館
で
開
催
さ
れ
１
７
０
人
が
参
加
し
た
。
市

21

側
か
ら
市
政
経
営
の
方
向
に
つ
い
て
の
説
明
、
緑
ヶ
丘
中
学
校
生
徒
と
松
尾
小
学
校
保
護
者
か

ら
の
意
見
発
表
に
続
き
、
松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
よ
り
「
市
道
１−

　

号
線
（
産

53

業
道
路
）
の
活
用
に
関
す
る
提
案
」
が
さ
れ
た
。

　

１
部
で
牧
野
光
朗
飯
田
市
長

か
ら
市
政
経
営
に
つ
い
て
の
報

告
が
さ
れ
、
２
部
の
意
見
発
表

で
は
、
緑
ヶ
丘
中
の
赤
羽
竜
志

さ
ん
・
胡
桃
澤 
優  
花 
さ
ん
か
ら

ゆ 

か

「
飯
田
な
ら
で
は
の
昆
虫
食
を

Ｐ
Ｒ
す
る
」「
松
尾
に
フ
ラ
ワ
ー

道
路
を
作
る
」
な
ど
松
尾
（
飯

田
）
を
元
気
に
す
る
提
案
や
、

「
通
学
路
に
街
灯
の
増
設
を
」

と
い
っ
た
要
望
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
松
尾
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の

島
岡 
方  
子 
さ
ん
か
ら
は
「
飯
田

ま
さ 

こ

に
４
年
制
大
学
が
あ
れ
ば
定
住

率
が
増
え
活
性
化
が
図
れ
る
と

思
う
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
小
木
曽
博
人
松
尾
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
よ

り
『
松
尾
地
区
の
さ
ら
な
る
振

興
の
た
め
に
』
と
題
し
て
、
バ

イ
パ
ス
道
路
新
設
の
提
案
が
出

さ
れ
た
。
小
木
曽
会
長
は
「
松

尾
の
竜
水
地
区
は
工
場
や
物
流

拠
点
が
集
積
し
た
地
域
で
、
物

や
人
の
輸
送
ル
ー
ト
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
主

要
道
路
で
あ
る
国
道
１
５
１
号

線
や
２
５
６
号
線
の
幅
員
が
狭

く
、
大
型
車
輌
の
避
け
合
い
に

よ
り
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
の

が
現
況
で
あ
る
。
つ
い
て
は
対

策
と
し
て
、
竜
水
地
区
の
市
道

１−

　

号
線
と
国
道
１
５
３
号

53

線
を
接
続
す
る
バ
イ
パ
ス
道
路

を
新
設
し
、
産
業
道
路
と
生
活

道
路
を
分
け
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
。
道
路
新
設
に
よ
り
竜
水

地
区
の
物
流
が
活
発
に
な
れ
ば

さ
ら
な
る
産
業
振
興
が
期
待
で

き
、
将
来
的
に
は
三
遠
南
信
自

歴
史
を
学
ぶ
講
座

第1弾

　

松
尾
小
学
校
で
は
平
成　

年
21

度
か
ら
開
始
し
た
「
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
が
7
年

目
に
入
っ
て
い
る
。
全
学
年
で

行
う
朝
の
読
み
聞
か
せ
、
家
庭

科
の
ミ
シ
ン
学
習
、
高
学
年
が

行
う
ク
ラ
ブ
活
動
の
3
つ
の
学

習
を
、
地
域
の
人
が
講
師
と
し

て
教
師
と
共
に
指
導
に
当
た
る

も
の
で
、　

あ
る
ク
ラ
ブ
活
動

20

の
う
ち
、
伝
統
工
芸
・
篠
笛
・
郷

土
料
理
な
ど
、　

の
ク
ラ
ブ
で

13

講
師
を
務
め
て
い
る
。

　

地
域
の
人
が
講
師
を
務
め
る

背
景
に
は
中
央
教
育
審
議
会
の

「
学
校
が
そ
の
教
育
活
動
を
展
開

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
も
っ
と

地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た
り
、

家
庭
や
地
域
社
会
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
」
へ
の
積
極
的
姿
勢

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
「
地
域
の
人
々
や
保
護

者
に
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
協
力
し
て
も
ら
う
」
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
教
育
活
動
に
お

い
て
、
地
域
に
人
材
を
募
っ
て

活
動
し
て
い
く
機
会
を
設
け
た

い
学
校
側
と
「
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
育
て
る
」
た
め
の
教

育
支
援
の
推
進
を
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
考
え
が
一
致

し
学
校
と
地
域
が
協
力
す
る
活

動
と
な
っ
た
。

　

曽
我
佳
伸
教
頭
は
「
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
の
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
小
学
校
を
結

び
つ
け
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
は
、
無
償
で
学
校
の
教

育
活
動
に
善
意
で
つ
く
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
に

応
え
る
よ
う
な
『
心
あ
る
活
動
』

を
子
ど
も
と
共
に
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
た
。

庵
庵

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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松
尾
に
な
ぜ
中
国
帰
国
者
が

多
い
か
を
学
習
す
る
目
的
で
松

尾
公
民
館
が
企
画
し
た
「
歴
史

を
学
ぶ
講
座
」
第
１
弾
は
８
月

　

日
に
開
か
れ
、
一
昨
年
の
開

30館
以
来
７
万
人
の
入
館
者
を
記 

録
す
る
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

を
訪
れ
た
。
同
館
職
員
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
や
展

示
資
料
を
約
１
時
間
半
に
渡
っ

て
見
学
。
松
尾
か
ら
も
2
8
5

着々と工事が進んでいる

折り紙切り絵クラブ

庵 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

動
車
道
や
リ
ニ
ア
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
機
能
も
向
上
す
る
」
と
述

べ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
小
澤 
千  
亮 
竜
水

ち 

あ
き

開
発
組
合
長
か
ら
も
「
竜
水
地

区
は
１
０
０
社
以
上
の
企
業
が

集
ま
り
飯
田
市
の
産
業
を
支
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産

業
道
路
の
幅
員
が
狭
す
ぎ
る
。

早
急
に
対
処
し
て
ほ
し
い
」
と

市
の
対
応
を
求
め
た
。
ま
た
中

山
明
久
井
区
長
か
ら
も
「
国
道

２
５
６
号
線
は
生
活
道
路
と
し

て
重
要
で
あ
る
が
、
大
型
車
輌

の
交
通
量
が
多
く
住
民
の
生
活

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
改

善
を
強
く
願
う
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

提
案
を
受
け
市
長
か
ら
は
、

「
こ
れ
ら
の
道
路
は
国
道
や
県

道
で
あ
る
た
め
、
国
や
県
と
協

議
を
重
ね
、
将
来
を
見
据
え
て

改
善
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

庵 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
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篠笛クラブ

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
年
目
に

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
年
目
に

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
年
目
に

〜
松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
〜

〜
松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
〜

人
が
開
拓
団
と
し
て
入
植
し
た

こ
と
、
青
少
年
義
勇
軍
６
人
が

松
尾
に
割
り
当
て
ら
れ
強
制
的

に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
画
家
仲

村
進
さ
ん
の
絵
の
原
点
も
義
勇

軍
で
渡
っ
た
満
州
に
あ
る
こ
と

な
ど
、
松
尾
に
か
ら
め
た
解
説

を
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。 

　

参
加
者　

人
の
中
に
は
、
親

14

戚
が
、
隣
家
が
、
あ
る
い
は
友

人
が
体
験
者
と
い
う
人
も
い
て

「
当
人
は
多
く
を
語
ら
な
い
の
で
、

こ
れ
ま
で
断
片
的
な
知
識
し
か

な
か
っ
た
が
、
背
景
が
よ
く
理

解
で
き
た
」「
国
策
と
い
え
ど
も

個
々
の
意
見
を
持
つ
こ
と
が
大

事
と
痛
感
し
た
」な
ど
と
話
し
た
。

　

公
民
館
で
は
今
後
「
第
２
弾

と
し
て
中
国
帰
国
者
の
体
験
談

を
聴
く
機
会
を
持
ち
た
い
」
と

し
て
い
る
。

慈
光
松
尾
保
育
園
跡
地

土
俵
・
公
園
遊
具
完
成
間
近

慈
光
松
尾
保
育
園
跡
地

土
俵
・
公
園
遊
具
完
成
間
近

慈
光
松
尾
保
育
園
跡
地

土
俵
・
公
園
遊
具
完
成
間
近

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
松

尾
地
区
民
か
ら
の
要
望
を
集
約

す
る
等
、
慈
光
松
尾
保
育
園
の

跡
地
利
用
方
法
に
つ
い
て
３
年

間
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
公
民

館
駐
車
場
、
小
さ
な
子
供
も
遊

べ
る
公
園
や
松
尾
小
学
校
児
童

等
の
た
め
の
土
俵
の
整
備
を
飯

田
市
に
要
望
し
て
き
た
。

　

松
尾
地
区
の
新
た
な
憩
い
の

場
と
し
て
誰
も
が
親
し
み
や
す

く
、
か
つ
、
場
所
を
認
識
で
き

る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
公
園

の
名
称
を
「
城
公
園
」
に
決
定

し
た
。
４
月
よ
り
公
園
整
備
工

事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
、
全
体

の
竣
工
予
定
が　

月
上
旬
、
竣

10

工
式
は　

月
中
を
め
ど
に
。
公

10

園
の
構
成
は
、
駐
車
場
、
広
場
、

公
衆
用
ト
イ
レ
、
遊
具
（
複
合

遊
具
・
ブ
ラ
ン
コ
・
ス
イ
ン
グ

遊
具
）
が
配
置
さ
れ
、
北
東
端

部
の
一
段
低
く
な
っ
た
エ
リ
ア

に
土
俵
が
設
置
さ
れ
る
見
込
み
。

な
お
土
俵
及
び
屋
根
づ
く
り
の

全
工
程
に
お
い
て
、
木
曽
相
撲

連
盟
よ
り
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
と

な
っ
た
。

い
ざ
と
い
う

　
時
の
た
め
に
！

い
ざ
と
い
う

　
時
の
た
め
に
！

　

８
月　

日
飯
田
市
地
震
総
合

30

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
松
尾

地
区
で
は
８
時
の
地
震
発
生
の

放
送
を
受
け
、
各
地
区
で
組
合

伍
長
に
よ
る
安
否
確
認
や
避
難

が
行
わ
れ
た
。
松
尾
公
民
館

ホ
ー
ル
に
小
木
曽
博
人
松
尾
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
を

本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部

が
立
ち
上
が
り
、
各
区
よ
り
報

告
が
入
る
と
、
本
部
は
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
た
。

　

８
時　

分
余
震
発
生
に
伴
い

30

全
市
一
斉
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
も
行
わ
れ
た
。

　

反
省
会
で
は
情
報
収
集
用
紙

の
扱
い
や
伝
達
方
法
、
場
所
を

特
定
す
る
た
め
の
大
き
な
地
図

が
必
要
な
ど
の
意
見
が
出
た
。本部開設！

満蒙開拓の悲惨さを知り、日本の現状を 慮 る
おもんばか

昆虫食で飯田を元気に

第７回
松尾地区地域安全大会松尾地区地域安全大会
第７回

日時　11月28日時　11月28日（土） 13：00～16：00
場所　松尾公民館ホール
内容　オープニング （松尾小学校合唱部）
　　　講演 「（仮）ネットに潜む危険」 （セーフティーネット総合研究所  南澤信之氏）
　　　ミュージカル交通安全教室 （とらふぃっく sisters）
　　　特殊詐欺防止寸劇 （井川駐在夫妻）

松尾地区地域安全大会
開催のお知らせ開催のお知らせ


